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＜１０月１９日共同記者会見資料＞ 

 

慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスと藤沢市が連携等協力協定を締結 

 

 慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスと藤沢市は，地域社会の発展と研究・教

育活動の推進，人材育成等に寄与するため，連携等協力協定を締結します。 

 

１ 経緯 

慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスと藤沢市は，１９９０年（平成２年）

の開設以降，市民電子会議室，メディアセンターとの相互協力，大学連携

型企業育成，政策提案等での連携を深めてまいりました。今年度について

も，総務省「地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業（地域コミュニティ活性化・

地域経済活性化プロジェクト）」を協働で進めるなどの活動を行っています。 

このような活動から，官学のパートナーシップの重要性を認識し，新し

い公共，地域主権のまちづくりを進める中で，一層の連携をもって相互の

人的及び知的資源の交流，活用等を図り，産業，情報，まちづくり等の分

野で価値共創及び協働を推進し，地域社会の発展や実学の促進に寄与する

ために，包括的な連携等協力協定を締結することとなりました。 

 

２ 協定締結年月日 

  ２００９年（平成２１年）１０月１９日 

 

３ 連携事項 

次の事項について，従来からの実施事業を含め，包括的な連携協力を図

ります。 

(1) 市内経済の活性化に関すること。 

(2) 教育，福祉及び人材育成に関すること。 

(3) 地域まちづくり，地域振興及び地域情報化に関すること。 

(4) 環境の保全及び形成に関すること。 
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(5) 芸術及び文化の振興に関すること。 

(6) 産学官連携による研究，開発，産業振興等に関すること。 

(7) 農業及び水産業の研究開発，振興等に関すること。 

(8) 地域間交流，国際交流等の推進に関すること。 

(9) 科学技術の振興及び普及啓発に関すること。 

(10) 市が設置する審議会，委員会等への参画に関すること。 

(11) 両者の発展と市民生活の質的向上を達成するために必要なこと。 

(12) その他，本協定の目的を達成するために必要な事項 

 

４ 現在の連携事業 

 (1) 覚書，協定書等を締結しているもの 

   藤沢市学校支援ボランティア活動に関する覚書 ほか３事業 

 (2) 協定等によらず連携を実施しているもの 

母子保健分野の研究活動のフィールドとしての事業提供及び母子保健

研究会等のアドバイザー参加 ほか１２事業 

 (3) 審議会委員等として参画しているもの 

   都市マスタープラン策定協議会 ほか１０会議等 

 

５ 当面の主な取り組み 

(1) 新総合計画の策定に当たり，緊密な協力体制のもとに総合的政策に係

る学術的専門的分野からの支援 

(2) 地区地域経営会議へのアドバイス，コーディネート支援 

(3) 地区文化祭への参加 

(4) 市営住宅外部環境に関するアンケート実施に関する協力 

 

 

 

（事務担当 藤沢市経営企画部経営企画課 ５０－３５０２） 

 


